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３．発意調査 

令和元年度は，オンブズマンの発意により１件の調査を行いました。 

 

〇検診費の支払いについて 

オンブズマンは，後期高齢者等健康診査業務を受託する医療機関から

の検診費の支払いに係る苦情を調査した結果，市民検診の公益性に鑑み，

発意調査を行いました。 

  本件では，市が公益社団法人藤沢市医師会（以下「医師会」という。）

に委託して医師会所属の受託医療機関が行う後期高齢者等健康診査業務

に 関 し ， 市 が 「 消 費 税 率 変 更 時 の 円 滑 な 支 払 い 事 務 の 遂 行 に 当 た

り・・・期限を過ぎて提出されたものについてはお支払いができない。」

という法的な根拠も曖昧な，市からの一方的な通知をもって，受託医療

機関からの検診費請求権を制限するような対応が採られていました。 

  健康増進課は，年度会計予算というシステムを採用している都合上，

「毎月翌月１５日までに提出するのが原則」と指摘している一方，消費

税変更による提出期限の変更通知につき，「お願い」にすぎないもので

法的な拘束力はなく，また検診費を支払わないことを明言したものでも

なく，同様の旨は医師会や医師会主催の説明会にて口頭で確認している

との説明をしています。 

  しかし，検診費の支払いのような重要な事項を口頭でのみ説明するの

は不十分であり，実際に受託医療機関に配布される市民検診実施要領に

は「期限を過ぎると支払わない」旨の記載があるため，早急に改善する

必要があると判断しました。 

  そこでオンブズマンは，健康増進課に対して本件における問題点につ

き調査を継続した結果，令和２年３月３１日，福祉健康部長より以下の

とおり具体的な改善内容につき報告があったことから，本件調査を打ち

切ることとしました。 
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＜市の対応＞ 
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